
【参考２】目標とする路網延長

• 路網の望ましい総延長については、森林の誘導の考え方、森林の有する多面的機能の発揮の目標、路網整備の考え
方を踏まえて、その目安を試算。

• 今後10年間の路網整備については、林業の成長産業化を早期に実現する観点から、成長量が比較的高く、地域にお
いて相対的に傾斜度が小さい育成林であって、集落等から近い距離にあるなど持続的な林業経営に適した森林にお
いて先行的に実施。

望ましい路網整備の考え方及び水準を踏まえ、将来の望
ましい路網の延長を試算すると以下のとおり。

○ 効率的な作業システムを構築する上で、林道等の整
備について、指向する森林の状態や、林地の傾斜度等
も踏まえた将来の望ましい延長は、現況の約１９万km
を平成３７年度までに２４万km（公道を除く）にする
ことが必要と試算。

○ 今後10年間の路網整備については、林業の成長産業
化を早期に実現するため、
• 林地の生産力が高い
• 地域において相対的に林地の傾斜度が小さい育成林
• 集落や車道等から近い
といった持続的な林業経営に適した森林の路網整備を
先行的に実施。

○ このため、
• 自然条件等は良いものの、作業システムに応じた最
遠集材距離（中傾斜地の場合：200m～300m程度）に
到達していない森林では、最遠集材距離に入るよう
に路網整備を加速化

• 最遠集材距離に到達した森林については、さらに効
率的に作業システムが機能するよう路網を充実

する必要。

○ 路網の将来の望ましい総延長

将来の望ましい延長

総 延 長
６３

＜４７＞

林道等（車道）
３３

＜２４＞

森林作業道
３０

＜２３＞

（単位：万km）

○ 自然条件等の良い育成林における車道からの距離別の森林割合

300m以内の割合 61%

※ ＜ ＞内は10年後を目途とした延長で、上段の内数。
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林政審議会資料
（平成28年２月22日）
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５．森林計画制度における路網整備の位置付け①

<路網整備・伐採搬出に係る森林計画制度の法的効果>
地域森林計画に定める民有林林道の開設・改良事業について、国は都道府県に対し費用の一部を補助（国庫補助）。
森林所有者等は、森林施業を行う際には、市町村森林整備計画を遵守する必要があること。特に、「伐採及び伐採後の造林の届出」及び

「森林経営計画」の内容は、市町村森林整備計画に適合する必要があること。（非遵守、非適合に対して、一定の行政処分や罰則あり）

全国森林計画
Ⅱ 森林の整備に関する事項
１ 森林の立木竹の伐採、造林並びに間伐及び保育

に関する事項
（１）立木竹の伐採
（２）間伐

２ 公益的機能別施業森林等の整備に関する事項

３ 林道等路網の開設その他林産物の搬出に関する
事項

（１）林道等路網の開設
（２）搬出の方法を特定する森林

４ 森林施業の合理化に関する事項
（２）林業に従事する者の養成及び確保
（３）作業システムの高度化
（４）木材加工・流通体制の整備

Ⅲ 森林の保全に関する事項
１ 森林の土地の保全に関する事項

地域森林計画
Ⅱ 計画事項
第３ 森林の整備に関する事項
１ 森林の立木竹の伐採に関する事項

３ 間伐及び保育に関する事項

４ 公益的機能別施業森林等の整備に関する
事項

５ 林道等の開設その他林産物の搬出に関する
事項

(1) 林道等の開設及び改良に関する基本的な考
え方

(2) 効率的な森林施業を推進するための路網密
度の水準及び作業システムの基本的な考え
方

(3) 路網整備と併せて効率的な森林施業を推進
する区域（路網整備等推進区域）の基本
的な考え方

(4) 路網の規格・構造についての基本的な考え方
(5) 更新を確保するため林産物の搬出方法を特

定する森林の所在及びその搬出方法

６ 委託を受けて行う森林の施業又は経営の実施、
森林施業の共同化その他森林施業の合理
化に関する事項

(4) 作業システムの高度化に資する林業機械の
導入の促進に関する方針

(5) 林産物の利用の促進のための施設の整備に
関する方針

第４ 森林の保全に関する事項
１ 森林の土地の保全に関する事項
(2) 森林の土地の保全のため林産物の搬出方法

を特定する必要のある森林及びその搬出方
法

市町村森林整備計画
Ⅱ 森林の整備に関する事項
第１ 森林の立木竹の伐採に関する事項

２ 立木の伐採（主伐）の標準的な方法

第３ 間伐を実施すべき標準的な林齢、間伐及
び保育の標準的な方法その他間伐及び保育
の基準

１ 間伐を実施すべき標準的な林齢及び間伐
の標準的な方法

２ 保育の種類別の標準的な方法
３ その他必要な事項

第４ 公益的機能別施業森林等の整備に関す
る事項

１ 公益的機能別施業森林の区域及び当該
区域内における施業の方法

２ 木材の生産機能の維持増進を図るための
森林施業を推進すべき森林の区域及び当該
区域内における施業の方法

３ その他必要な事項

第６ 森林施業の共同化の促進に関する事項

第７ 作業路網その他森林の整備のために必要
な施設の整備に関する事項

１ 効率的な森林施業を推進するための路網
密度の水準及び作業システムに関する事項

２ 路網整備と併せて効率的な森林施業を推
進する区域に関する事項

３ 作業路網の整備に関する事項

第８ その他必要な事項
１ 林業に従事する者の養成及び確保に関する

事項
２ 森林施業の合理化を図るために必要な機

械の導入の促進に関する事項

○各計画の路網整備に係る項目（民有林）
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○ 主要な記載事項について、多くの県で、全国森林計画等の記載をそのまま転記しており、各地域の自然
的・社会的条件や独自の森林整備の考え方等を反映した記述（追加的な記述やより深掘りした記述）はあ
まり見られない。

○ 集材路の作設により高まる林地荒廃リスクを減らす等の留意点についての記載事例はわずか。
■都道府県独自の特徴的な記載事例■

事例２（路網（林道等）全般の留意事項）:岐阜県
＜森林整備に関する事項＞
森林作業道の開設に当たっての計画上・施工上（路網

配置、切土・盛土高、盛土の施工、排水施設、路面水の
処理、残土処理）・維持管理上の留意事項を図入りで記
載。水源林における林道整備等に当たっての、計画上、
施工上、維持・管理上の留意事項を記載。 事例４（伐採・搬出に係る配慮）：宮崎県

＜森林の立木竹の伐採に関する事項＞
高性能林業機械等による伐採・搬出に当たっては、「環

境に配慮した高性能林業機械の作業システム指針（平成
20年３月宮崎県環境森林部）」を基準に、地形、地質等
を十分考慮し、山地の崩壊や土砂の流出などの災害の未然
防止を図るよう留意すべき旨等が記載。

事例3（集材路、野生生物への配慮）：北海道
＜森林の立木竹の伐採に関する事項＞
更新困難地等での皆伐の忌避、降雨等による土砂や汚

濁水の流出防止、集材路等への排水路の作設など浸食防
止、水道取水施設の上流や河川周辺で造材する際の時期
や方法等の配慮、特色ある景観や野生動植物への配慮等
につき記載。
＜公益的機能別施業森林等の整備に関する事項＞

独自の「上乗せゾーニング」として、「水辺林」では
伐採方法は択伐、作業路・集材路は極力既設路線の使用
に努め、集材路や重機の使用に当たっては土砂流出等を
最小限に抑えるようきめ細かな配慮を行うなど、伐採・
造材に伴う地表かく乱を最小限に抑える旨を記載。

事例１（一般車両や道路ﾈｯﾄﾜｰｸ等への配慮）：熊本県
＜林道等の開設その他林産物の搬出に関する事項＞
路網整備の骨格となる林道については、移動時間の短縮

や一般車両の通行に見合った規格・構造となるよう配慮す
べきこと、総合的な視点での道路ネットワークの形成を図
るため、各種道路管理者との連携・調整を行うべきことを
記載。

５．森林計画制度における路網整備の位置付け②
― 地域森林計画における路網整備関連の記載ぶりについて ―
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６．路網整備の進捗状況
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■林内路網の現状と整備の目安
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路網開設延長は、森林作業道を中心に増加しているものの、幹線となる林道等の整備が遅れており、森林全体の路網
密度は、増加傾向にあるが22.4m/ha（H30）に留まっている。

森林整備保全事業計画において、成果目標達成のために、路網整備約７．２万ｋｍ（５年間）を設定。

資料：林野庁業務資料
注 ：林道等には、「主として木材輸送トラックが走行する作業道」を含む。

■近年の路網整備の状況（単年度）

資料：林野庁業務資料
注１：林業専用道には、「主として木材輸送トラックが走行する作業道」を含む。
２：林内路網密度は、公道、林道等、森林作業道の合計延長を森林面積で除して算出

＜成果指標＞
木材の安定的かつ効果的な供給に資することが可能となる育成林の資源量：16.9億㎥（H30）→20.７億㎥（R５）

＜主な事業＞
路網整備：約７．２万ｋｍ

■森林整備保全事業計画※における森林整備事業の成果目標と成果指標（抜粋）

成果目標③ 持続的な森林経営の推進
※ ５年間（令和元年度から令和５年度）の森林整備保全事業（森林整備事業、治山事業）の実施の目標及び事業量を定めたもの。

（※）既設の路網及び毎年開設路網により、林道等から200ｍ（100m）以内にある
育生林の蓄積量を推計、供給可能となる資源量を示したもの。

（なお、林道、林業専用道、主として木材運送トラックが走行する作業道は
200ｍ、森林作業道は100ｍを対象)

（※）
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